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決算ハイライト

2

売上高は新築向け・リフォーム向けとも順調に拡大し、

第3四半期の過去最高を更新。

営業利益・四半期純利益とも増益。

2023年4-12月
決算概要

新築向けが各製品部門とも好調。リフォーム向けでは2023年8月発売の

最高級シリーズのシステムキッチン「レミュー」、2022年8月発売の中高級

シリーズのシステムバス「グランスパ」の拡販もあり増収となった。

1,794億円【売 上 高】

前期比 ＋3.9％

第3四半期（10月～12月）は、2023年度実施の価格改定の反映が順調に推移し、

営業利益は前年同期比約1.4倍となり、第3四半期累計でも増益に転じた。

107億円【営業利益】

前期比 ＋7.5％

上記、価格改定の効果に加え、政策保有株式縮減の取組み推進による

投資有価証券の売却により、四半期純利益は増益となった。

82億円【四半期純利益】

前期比 ＋5.2％



経営成績

3

2023年4ｰ12月2022年4-12月

増減率増減売上比金額売上比金額

＋3.9%＋66100.0%1,794100.0%1,727売上高

＋4.2%＋2433.9%60833.8%583売上総利益

＋3.5%＋1627.9%50028.0%484
販売費及び
一般管理費

＋7.5%＋76.0%1075.8%99営業利益

＋5.8%＋66.2%1106.1%104経常利益

＋5.2%＋44.6%824.5%78
親会社株主に帰属する

四半期純利益

（単位：億円）

第3四半期累計で増収増益となり、営業利益率も改善。



経営成績（四半期別対比）
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（単位：億円）

2023年2022年

第3四半期
（10-12月）

上期
（4-9月）

第3四半期
（10-12月）

上期
（4-9月）

増減率増減売上比金額増減率増減売上比金額売上比金額売上比金額

＋3.3%＋20100.0%647＋4.2%＋45100.0%1,146100.0%626100.0%1,100売上高

＋8.5%＋1734.6%223＋1.8%＋633.5%38433.0%20634.3%377売上総利益

＋1.3%＋226.2%169＋4.6%＋1428.9%33126.7%16728.8%316
販売費及び
一般管理費

＋39.3%＋158.4%54△12.8%△74.6%536.2%385.5%60営業利益

＋36.8%＋148.6%55△13.9%△84.8%546.5%405.8%63経常利益

＋3.5%＋15.9%38＋6.7%＋23.9%445.9%363.8%41
親会社株主に帰属する

四半期純利益

第3四半期（10月～12月）は、2023年度実施の価格改定の反映が順調に推移し、営業利益は前年同期比約1.4倍。

第3四半期累計でも増益に転じる。



2022年度および2023年4月、8月に実施した価格改定により利益が増加した。価格改定効果

主要な資材である鋼板、ステンレス、樹脂原料など市況の高止まりにより、コストアップとなった。資材値上げ

成長事業への人財投資、DX人材の獲得・育成など持続的な成長に資する人的資本への投資を積極的に実行した。人的資本投資

物流コストの上昇や、生産設備増強に伴う減価償却費を中心に増加した。その他経費

営業利益の増減要因
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（単位：億円）

2022年4-12月
営業利益

2023年4-12月
営業利益

売上要因／
売上構成要因

資材値上げ 人的資本投資価格改定効果 その他経費

99 △1 107

＋81 △43

△9 △20



※2021年度より「収益認識に関する会計基準」等を適用しており、2020年4-12月は遡って適用した数値となっておりますが、2019年4-12月の各数値は遡及適用しておりません。
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営業利益率

8.0％

6.3％

8.4％

5.8％

売上高

営業利益

（単位：億円）

6.0％



製品部門別の売上高
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キッチン、洗面化粧台は新築向けを中心に前年を上回ったことに加え、フルモデルチェンジを実施した

最高級シリーズのシステムキッチン「レミュー」、洗面化粧台「エリーナ」の新製品効果が出始めている。

浴室では中高級シリーズ「グランスパ」や新築マンション向けが好調。

2023年4-12月

売上高

1,794億円 キッチン
1,072億円
構成比：59.8％

洗面化粧台
205億円
構成比：11.4％

浴 室
437億円
構成比：24.4％

【内数】

2023年4-12月2022年4-12月

増減率増減構成比金額構成比金額

＋3.9％＋3959.8％1,07259.8％1,033キッチン

＋6.9％＋2824.4％43723.7％409浴 室

＋4.1％＋811.4％20511.4％197洗面化粧台

＋3.9％＋66100.0％1,794100.0％1,727その他共 計

（単位：億円）

＋8.4％＋43.0％542.9％50パネル関連売上

△5.8％△00.5％90.6％9海外事業売上



製品部門別の売上高（四半期別対比）
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【内数】

2023年2022年

第3四半期
（10-12月）

上期
（4-9月）

第3四半期
（10-12月）

上期
（4-9月）

増減率増減構成比金額増減率増減構成比金額構成比金額構成比金額

＋4.7％＋1760.7％392＋3.4％＋2259.3％68059.9％37559.8％658キッチン

＋3.6％＋523.5％151＋8.7％＋2224.9％28523.4％14623.8％262浴 室

＋2.3％＋111.6％75＋5.1％＋611.3％12911.8％7311.2％123洗面化粧台

＋3.3％＋20100.0％647＋4.2％＋45100.0％1,146100.0％626100.0％1,100その他共 計

（単位：億円）

＋6.4％＋13.0％19＋9.6％＋33.0％342.9％182.9％31パネル関連売上

△3.0％△00.5％3△7.1％△00.5％50.5％30.6％6海外事業売上
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出荷台数増減率（業界比較）

当社の出荷台数の対前期増減率は業界（キッチン・バス工業会）を上回る水準で推移。

キッチン

浴 室

洗面化粧台

※キッチン･バス工業会の台数増減率は、システムキッチン合計、システムバス合計、洗面化粧台合計の対前期増減率を記載

2023年
4-12月

2023年
3月期

2022年
3月期

2021年
3月期

2020年
3月期

△1.2%＋4.9%＋5.7%△3.3%△0.3%当社

△3.6%＋2.1%＋2.0%△10.2%△1.0%
キッチン・バス

工業会

△1.6％＋7.9%＋14.4%△5.3%＋3.0%当社

△2.9％＋1.3%＋2.9%△12.2%△1.1%
キッチン・バス

工業会

△1.7％＋4.4%＋4.3%△1.0%＋1.1%当社

△5.2％△2.1%＋3.2%△6.4%△0.6%
キッチン・バス

工業会

2022年
3月期

2021年
3月期

2020年
3月期

2019年
3月期

2023年
3月期

＋3.0% △5.3%
＋14.4%

△1.1%

△12.2% ＋2.9%

＋1.1% △1.0%
＋4.3%

△0.6%

△6.4%
＋3.2%

△0.3%
△3.3%

＋5.7%

△1.0%

△10.2% ＋2.0%

＋4.9%

＋7.9%

＋4.4%

△2.1%

＋1.3％

＋2.1％

2023年
4-12月

△1.2%

△3.6％

△1.6%

△2.9％

△1.7%

△5.2%
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市場別の売上高

都市部を中心に、新築・リフォームともに売上を拡大。

リフォーム市場では中高級シリーズのシステムバス「グランスパ」の拡販などにより ＋4.5％の伸びとなった。

2023年4-12月2022年4-12月

増減率増減構成比金額構成比金額

＋1.2％＋629.8％53430.6％527戸建

新築 ＋6.6％＋3431.2％55930.4％524集合

＋3.9％＋4160.9％1,09360.9％1,052計

＋4.5％＋2634.5％61834.3％592リフォーム

＋3.9％＋66100.0％1,794100.0％1,727その他共 計

（単位：億円）

新築 戸建
534億円
構成比：29.8％

リフォーム
618億円
構成比：34.5％

新築 集合
559億円
構成比：31.2％

2023年4-12月

売上高

1,794億円

新築 計
1,093億円
構成比：60.9％
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市場別の売上高（四半期別対比）

2023年2022年

第3四半期
（10-12月）

上期
（4-9月）

第3四半期
（10-12月）

上期
（4-9月）

増減率増減構成比金額増減率増減構成比金額構成比金額構成比金額

+4.1%+729.5%190△0.3％△129.9％34329.2%18331.3％344戸建

新築 +6.4%+1333.3%215＋6.7％＋2130.0％34432.3%20229.3％322集合

＋5.3%+2062.7%405＋3.1％＋2059.9％68761.5%38560.6％667計

＋0.4%+032.7%211＋6.8％＋2535.5％40633.7%21134.6％381リフォーム

＋3.3%+20100.0%647＋4.2％＋45100.0％1,146100.0%626100.0％1,100その他共 計

（単位：億円）



主な要因増減
2023年
12月末

2023年
3月末

現金及び預金 △242
売上債権 ＋94△1281,6091,737流動資産

資産

＋131,0741,061固定資産

△1142,6832,798資産合計

仕入債務 △131△134626761流動負債

負債

＋1224222固定負債

△133850983負債合計

四半期純利益 ＋82
自己株式の取得 △35
剰余金の配当 △36

＋181,8331,815純資産

△1142,6832,798負債純資産合計

貸借対照表

2023年12月末の総資産は 2,683億円、前期末比 114億円の減少。

12

（単位：億円）

主に一部の購入先及び物流事業者
への支払い早期化に伴う仕入債務
の減少



キャッシュ・フローの状況
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主な内容
2023年
4ｰ12月

2022年
4-12月

803886現金及び現金同等物の期首残高

仕入債務の減少 △140
売上債権・棚卸資産の増加 △101
税金等調整前四半期純利益 119

△1158営業活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △67
投資有価証券の売却による収入 17△49△33投資活動によるキャッシュ・フロー

△165△24フリーキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △36
自己株式の取得による支出 △35
短期借入金の減少 △4

△77△93財務活動によるキャッシュ・フロー

561768現金及び現金同等物の四半期末残高

現金及び現金同等物の四半期末残高は、一部の購入先及び物流事業者への支払いを早期化したことに

よる仕入債務の減少などで期首に比べ 242億円減少し、561億円となった。

（単位：億円）
営業活動によるCF

△115 投資活動によるCF
△49

財務活動によるCF
△77

フリーCF △165

2023年4-12月
期首残高

803 2023年4-12月
四半期末残高

561



28.8%
32.8% 34.9%

44.1%
40％水準

-20%

-15%

-10%

-5%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

株主還元の状況
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2024年3月期の配当は年間54円(2円増配）を予定。

また自己株式38億円（上限）の取得を計画しており、

当第3四半期累計で35億円を取得。

配当性向

配当額

34円 34円

52円
54円

17円

17円

26円

20円

27円

27円

期末

中間

6円

創立110周年記念配当

2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

52円

17円

17円

26円

26円

2024年3月期
（予定）

自己株式36億円を取得

自己株式38億円（上限）の取得を計画

（2月1日時点で35億円取得済）

資本効率の向上及び株主還元のより一層の充実を目的に、
2024年3月期は「増配」と「自己株式取得」を予定

年間2円増配

総還元性向 87.2％ 80％水準



2024年3月期 業績予想
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（単位：億円）

今回修正予想との増減
前回発表予想

（2023年5月11日公表）

増減2024年3月期
今回修正予想

（2024年2月1日公表）

2023年3月期
実績 増減率増減率

0.0％02,353＋3.5%＋782,3532,274売上高

△12.8％△18141＋12.4%＋13123109営業利益

－△0.8Ｐ6.0％－＋0.4P5.2％4.8％営業利益率

△13.1％△19145＋9.7%＋11126114経常利益

0.0％095＋12.9%＋109584
親会社株主に帰属する

当期純利益

※ 2024年2月1日公表最近の業績動向を踏まえ、2023年5月11日公表の通期業績予想を下記の通り修正。

・ 売上高は、新築向け・リフォーム向けとも順調に拡大し、当初計画通り推移する見通し。

・ 営業利益、経常利益については、下期は長期化する資材・エネルギー価格高騰への対策として、

2023年度に実施した価格改定の反映も順調に推移し、当初の計画水準達成の見通しであるものの、

上期における価格反映の時期ずれによる利益の下振れ分を補えないため修正。

・ 当期純利益は、政策保有株式縮減の取組み推進による投資有価証券の売却益の計上により据え置き。
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2023年10月にリニューアル5ヵ所を実施

全国47都道府県に約160ヵ所。お客様が商品を「見て、触れて、

納得」いただける地域密着型のショールームを展開。

360°見渡せる
バーチャルショールーム

ショールーム
展示品情報 WEB予約システム

WEB活用によりショールームへの来場を促進

「2023 CRMベストプラクティス賞」を受賞

生産性向上による収益構造改革のために、デジタル技術の

活用を推進し、販売活動を変革するためのDXの取組が評価。

顧客管理（CRM※）システムの導入

※Customer Relationship Managementの略

情報共有の強化、追跡対象の選別

取引先と施主の情報を一元管理

成約率UP

会議時間の削減・情報取得の早期化

営業効率UP

◇ －－－－
・ ～～～～～～
・ ～～～～～～

Takara
stanadard
ショールーム

商談

見積り

施工

宇都宮ショールーム栃木県

京都南ショールーム京都府

大阪ショールーム大阪府

福岡ショールーム福岡県

港北ショールーム神奈川県

「 CRMベストプラクティス賞 」

一般社団法人CRM協議会主催。

IT技術を活用して顧客管理（CRM）を実施し、

成果を上げている企業・ 団体から選定し、 ＣＲ

Ｍ推進のモデルケースとして広く役立てていく

ことを目的に実施。
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2023年12月に開催。約500名のインテリアデザイナーや設計会社

の担当者が当社ブースへ来場し、ホーロー製品の清掃性やデザイン性、

耐久性を高く評価いただきました。

土屋太鳳さんがCMキャラクターを務める

新テレビCM放映開始

インド・ニューデリーで開催されたアジア最大級の建築系展示会

「Economic Times ACETECH展」に初出展

今後の海外事業においてインドを重点戦略候補国として位置

付けており、進出を検討する上で、現地でのホーローの受容

性調査やパートナー候補企業選定のため、今回出展。

CＭ内では、物知りな池村さんや、知りたがりの石塚さんに対し、

ＳＤＧｓなタカラスタンダードの製品を、優しく分かりやすく紹介。

土屋さんのどこか母性をも感じさせる子役のお二人への対応や、

5年目のベテランとなり自信に満ち溢れた土屋さんの姿にご注目

ください。

「未来への願い」をテーマに、ショールームアドバイザーとして

5年目を迎えた土屋太鳳さんが、小さなお客様役を演じる子

役の池村碧彩さんと石塚陸翔さんファミリーをお迎えします。



本資料は、2024年2月1日現在の計画に基づく予測が含まれています。これらの計画と予測は、

リスクや不確定要因を含んだものであり、実際の業績が当社の計画と異なる結果となる可能性があります。

< IRお問い合わせ先 >

TEL 06 - 6962 -1502

E-mail ir@takara-standard.co.jp

管理本部 財務部

タカラスタンダード株式会社


